
                                                                            
                  

 

2026年２月 9日 

各 位   
会社名 株式会社ＧＳＩクレオス 

代表者名 代表取締役 社長執行役員 吉永 直明 

 (コード番号:8101 東証プライム市場) 

問合せ先 執行役員 経営企画部長 足立 豊士 

 (TEL. 03-5418-2122) 

 

業績予想および配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 

 
 

株式会社ＧＳＩクレオス（以下、「当社」）は、本日 2026 年２月９日開催の取締役会において、 

2025 年５月 15 日に公表いたしました 2026 年３月期の通期連結業績予想および配当予想を下記のとおり 

修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 
記 

 
１． 業績予想の修正について 

（１）2026年３月期通期連結業績予想数値の修正（2025年４月１日～2026年３月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

166,000 
百万円 

3,200 
百万円 

3,200 
百万円 

2,400 
円  銭 

195.58 

今回修正予想（B） 172,000 3,300 3,400 2,500 203.61 

増 減 額（B－A） 6,000 100 200 100  

増 減 率（％） 3.6 3.1 6.3 4.2  

（ご参考）前期実績 

（2025 年３月期） 
165,541 2,950 2,548 2,358 192.20 

 
 

（２）修正の理由 

 当第３四半期連結累計期間につきまして、売上高および利益のすべての項目で通期連結業績予想の 

標準進捗率を上回る順調なペースで推移しております。主な要因として、インナー用機能糸・生地の 

取引や塗料原料の取引、アウター事業においては生地の輸出販売が堅調に推移していることに加え、 

不採算事業からの撤退やトリアセテート繊維事業の稼働が進展していることなどにより、期初発表の 

計画を上回る見込みとなりました。これらの業績動向をふまえ、上記のとおり業績予想を修正いたし 

ます。 

 なお、前年同期の連結業績との比較におきましても、売上高および利益のすべての項目で前年同期を

上回る堅調な実績となりました。引き続き、中期経営計画「GSI CONNECT Phase 2（2025-2027）」の 

もと、事業拡大と収益性向上の実現に向けた取り組みを着実に進めてまいります。 

 

 

 

 

 



                                                                            
                  

 

 

２． 配当予想の修正（増配）について 

（１）配当予想の内容 

 
年  間  配  当  金 

第２四半期末 期  末 合  計 

前 回 予 想 

（2025 年 5 月 15 日発表） 
               

円 銭 

100.00 
円 銭 

100.00 

今 回 修 正 予 想  102.00 102.00 

当 期 実 績 0.00   

前 期 実 績 

(2025 年３月期) 
0.00 97.00 97.00 

 

（２）修正の理由 

  当社は、株主の皆さまへの利益還元を経営の重要政策のひとつに位置付けており、連結業績や当社

の資金状況などを総合的に勘案した上で、安定的かつ継続的な利益還元の実施を基本方針としており 

ます。具体的には、配当性向 50％以上を維持し、かつ 1 株当たり 100 円を下限とする累進配当を実施 

することとしております。 

 当期の期末配当予想につきましては、今期業績予想の変更を踏まえ、上記の基本方針にもとづき、1株

あたりの配当予想を 102.00 円に修正いたします。これにより、前回予想比では 2.00 円の増配、前期 

実績比で 5.00円の増配となり、配当性向は 50.1％となる見込みです。 

 また、上記の配当とあわせて、株主還元策の一環として自己株式の取得を実施いたします。詳細に 

つきましては、本日開示いたしました「自己株式の取得に係る事項の決定に関するお知らせ」をご確認

ください。 

 
※上記の業績予想および配当予想は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいて作成した 

ものであり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により上記予想数値 

と大きく異なる可能性があります。 

 

 

以上 

 


